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背景
•詳細なコメントを適切に配置することで保守性，
信頼性の向上につながる

•既存のコメントやコードの情報を⽤いて，適当に
コメントを伝播する⼿法は確⽴されていない
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⽬的
•包括的なコメントの分類⼿法の構築

•分類結果を⽤いたコメント伝播⼿法の構築
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分類⼿法の構築
•コメントのサンプリング

⁃ コードエンティティで層化抽出

•コメントへのタグ付け
⁃ サンプリングされたコメントがどの観点で書かれたも
のかをタグ付けする

⁃ 4⼈の参加者
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コードエンティティと観点
•コードエンティティ

⁃ クラス，メソッド，⽂，式

•観点
⁃ What，Why，How-it-is-done，Property，How-to-use

5



分類法の実装
•前処理

⁃ 分散処理（word2vec）の実⾏
⁃ 固有名詞の置換とストップワードの除去

•特徴量の抽出

•分類アルゴリズムの適⽤
⁃ 決定⽊，ランダムフォレスト，CNNの3つのアルゴリズ
ムで試す
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データセット
•プロジェクト

⁃ JDK 8 
⁃ Guava 
⁃ Apache Commons Collections 
⁃ Joda

•規模
⁃ クラス数：450 - 2500
⁃ ⾏数：43 - 310KLOC
⁃ ⾏数の30%がコメント

7



特徴量の詳細
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分類精度
• 5回交差検証を実⾏
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コメント伝播
•コードエンティティ，観点毎に伝播ルールを作成
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コメント伝播
• Property-Callee2St

⁃ !"#!$#%%&'( %,* +',#*-(+#'(/,%)
!"#!$#%%&'((/,* -!/2! )

⁃ コメント𝑐が呼び出し先メソッド𝑚に関する特性が含ま
れ，𝑚が⽂𝑠で呼び出される場合，コメント𝑐は呼び出
し先メソッド𝑚から⽂𝑠に伝播する
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コメント伝播⼿法(CPC)の評価
1. 観点ごとに効果的にコメントを伝播できている
か

2. CPCは開発者にどれほど役⽴つか

3. CPCはコメントを改良しているか

4. CPCはバグを検出するのに効果的か
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観点ごとに効果的にコメントを伝播で
きているか
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CPCは開発者にどれほど役⽴つか
• 14⼈に伝播元コメント，伝
播コメント（80件づつ）を
実際に読んでもらう

• 偏りを避けるために伝播元
コメントと伝播コメントを
混ぜて読ませるようにする

• 理解度，コードとの内容⼀
致度，コメントの内容の⾃
然さを1~5で評価してもらう
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CPCはコメントを改良しているか
•新たに⽣成されたコメント，不完全なコメント，
⽋陥を引き起こす可能性のあるコメントを評価
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CPCはバグを検出するのに効果的か
•伝播されたコメントを持つコードから以下の例外
を発⽣させるバグに絞って件数を求める
⁃ NullPointerExceptionとIndexOutOfBoundsException

• 57件のうち実際にバグと思われるものが37件，そ
のうち30件のバグを報告して修正が加えられた
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まとめ
•コメントの包括的な分類⼿法を構築

•分類結果をもとにコメント伝播⼿法を構築

•コメント伝播によってバグも検出できることがわ
かった
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所感
•コメントの重要性を改めて感じた

•バグ検出の⽀援にもなるのはかなり有⽤であると
思った

•既存のコメント⾃動⽣成と性能の差が気になる
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